
飛鳥 ・藤原宮跡の発掘調査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

飛鳥!葉原宮跡発掘調査部でーは， 1975年度の調査として藤原宮跡で，j模原宮北而中門を調査。

藤原京跡で右京七条ー坊，八条大路と西三坊大路の交差点付近等を調査し，藤原京条妨復原に

貴重な資料を得た。 また飛鳥地区で・は大官大寺の '.I~門 ・ 南門地区を，和旺l廃寺では犠周辺をそ

れぞれ調査した。主な調査地戚とその期11-¥]，面:mなどについては第1表のとおりである。
藤原宮北面中門 この調査は現在までの調査成果から惟定される藤原宮の北面rl:l門を般出し

て，その位置および規脱 ・構造をU!J1めること，またその成果と第 l次調査として実施した宮前

而中門の調査成果とあわせて現在なお不明確なままになっている藤原宮のctij4h線を椛定するこ

と，以上の2点を主要な目的として実施した (口絵7)。

検出泣tl'liは，藤原宮造営前 (AWI)，藤原宮期 (B)切)，その他にわかれる。

北而中門SB 1900は桁行 51m(総長25.2m)，梁間 211日(総長10.lm)，柱間17尺 (5.04m)等

II¥Jの平面鈍艇をもっ大規院な磁石建物であり，その規模は平城宮朱雀門にほぼ一致する。後世

の削平のため，基t!i'l土や礎石据えつけ痕跡は全く検出されなかったが，磁石位置に限定された

却!込地形の痕跡からその脱税を匁lりえた。SB 1900に伴う基壇やそれをめぐる雨務部などの痕

跡は全く逃存しなかったが，外濠 SD145より凝灰岩切石片が出ニ|二しているから，基極化粧!'i

凝灰岩切石で行ったものであろう。北門SB 1900に伴う足場SX1899は，方60cm前後の説j]形か

らJtzるもので，S B1900の柱位置の聞にほぼその柱筋を揃えるものと，S B 1900の外周をめぐ

る1列を検出した。柱穴には柱痕跡を践す例があり，また紋き取痕が全く認められないことか

ら，基壇上回の化粧前にその上半音11を切り務したものと考えられる。北而大塩SA140は北而
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第 l表 1975壬ド度発抑制=ri状況
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飛鳥j族j京古跡発mliV."!ff.部

ι 一件
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第 l凶藤原'@;:It而中I"Jj立椛|苅

時期 |i立川 | 内 容 I1I!i'J~1 I泣悦|内 作

S 0 1923 1 S 0 1922よりi!i

S 0192.1 1 S 01922よりi!i
S01925 1 S01921よりi'i

S F1920 1朱fl!大路計回線

A I S 01921 I S F 1蜘来日!llil時
j朋 1 ~ ~'M~ 1 1 S 01922 1 S F 19叩隠側椛

S 81910 1悶北側[<11日l以上x21UI 

S 81911 1来四1m4 !ill以上x111¥1 

S K1913 

S K19H 

S K1915 

S 01901 AI S 81900. S A 140.tり古田瓦 ー木町出土

S A 1.10 1北而:;h)立

S 0 1.13 11付泌

S 0 145 1外枝

8 I S0190113 
WI I S 8 1900 I :ltI(ij巾1"]1礎石ill物 5!i:]x 21::1 
SX1899 1 S 131900のJIl.JJ，)

SX1902 1術脚

S K 1903 1 :;j，[fIlUUニ

S K 1904 

S K 1905 

会f~2表 ïV主 JJfi':~;北而 ' 1. '門の池桃

中門以西で2[1.¥1分，以京で未調査部分を含めて2611¥1分，総長68.6111を検出した。柱川はややば

らつきがあるが，平均2.64111(9尺)等11¥1に復阪できる。たお調査組問内では116>>1"]に相当する

施設は検出されなかった。内接SD143はSA140のfY1l2m(40)り を流れる出で， 1協1.5~ 2111， 

埋土から大量の瓦と土探，木簡が1~I土した。 外法 S D145はSA140の北23.6111(80尺)に位置す

る怖4.5~5 . S111の大胆;艇な純である。北流する南北i!'liSD1901 Bに佐続する部分ではSD145南

洋が幅20111にわたり削られている。またSD145の北1"]S B 1900の1:j:1火に刈する位置には，橋脚

S X 1 902があり ， 方20Cm5Rの f(]i~'1しを打ら込んでし、る。このSD1 45の迎ニL:からは瓦 ・ 七器 ・ 木

製品と大量の木簡が出土した。 3側の土J蹟のうち，S K1903からは，瓦 ・土間に混って「腹王」
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飛g.m長原宮跡、の発指jj調査

. i猪使門」の二つの門号を記した木簡が出土した。これによ って北面中門を猪使門とする有ー

力危知見を得た。

北面中門・ 大垣 ・内誌の造営に先立って埋められた南北llYf.S D 1901 Aは，ごく一部を調査し

たに止まったが， やや蛇行しながら北流する帆 6 ~8 m の併で， 腕言大な砂椛較からみるとかな

りの水量があったらしし、。 これは宮中心部造営に|刻する務と考えられ，下層より踏耗した瓦と

ともに木簡，手斧の削り屑、などが出土した。このSD1901Aが埋められた時期には後述のAjDI

の道路SF 1920の側溝は思没していたようで，県子!~色の整J也土が SD1901A の上周と S F1920 

の京側部をおおっていた。ただ， S D1901AとSF 1920とが一時期併存した可能性は残されて

いる。なおSD1901 AのSD145以北の部分はSD145の開繋後もそれに連続する藤原宮の基幹

水路の一部として使用されることになった (S019018)。

北而中1'1に重複して検出された南北道路SF1920は，正しく宮中il唱i線上に位位しており条防

朱雀大路計回線の宮内延長部に当るものと考えられる。東西側拠出lの心々距離15.8m，路而の

幅員15m前後をiJlIJる。このSF 1920の設iE時期は，藤原宮造営前前の 71止紀の第 ~l 四半JOJの巾

にあることが重複する南北総SD1925の泣物から判明した。

以上， 今回の調査に よ って得られた知見を記 したが， 最後に過去の制査成主~と合せて 7?;中前h

線について述べる。国土地理院第6座標系によ る宮南門SB500の'1'心位置はx=一167，021.1 

M， Y =-17，419. 2M，北門SB 1900の巾心位Ii~~は X=-166，113. 4M， Y =-17， 426. 3M，こ

れから求めた宮中il~h線は北で西に26'30"の娠れをもっ。

藤原京右京七条一坊 この調査は担原市営住宅建設に「ドうよJi:fiiJ制査で‘ある。調査i也は日高山瓦

o 5 10"" 11.11:，1，，，-斗一一二J 匂司る仙

~n 2図藤原京右京七条ー坊i立桃凶
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2慢のある日高山丘陵に北接

する。藤原京条J)Jの復阪に

よれば，右京七条ーがJの地

で一部が朱雀大路推定線に

かかる。従って制査目|裂を

右京七条一坊の条坊地割と

目前i山瓦祭に1M1:iiliした造瓦

関係追桃の追求におき，七

条一坊を東西に11く形で東

西約260111，南北約 6mの

発抑|区と，日向山瓦窯に接

する条11.¥1・坊11.11小路の交差

する地点にぞれぞれ発掘区

を設定した。

訓査の結以，四-j;)j幼|十¥l



jl~ ，烏)LMJf(百跡発品ila~'，J企 fft~

小路の一部と即位の勿，および;1 1 戸 ・ 務 ・ 鋳造炉跡 ・ 上域~tt を検出した。 なお朱徒大路，西

j;}-J大路のjiI跡は見出せなかった。 遺構，時JUlは藤原宮Jtilに属すものと， それ以降のものにわ

かれるが，ここでは主体となる藤原宮j切の逃備についで述べる。

藤原宮WJの巡航は，ft'ij. S D1845・1856・.!JJ/:S 1-¥ 1855， ;11二戸SE 1850・1860，鋳造炉跡SX1847・

1848・1849などがある。南北総SD1856は籾50~70cmの素抑J りの滞で，西一坊坊11~ 1小路西側1l'Ii

と椛定される。藤原宮第16次調査で検出した道路SF 1732に連なるものである。ただし小路の

氏側絡は検出できなかったo.!JJ/:S 1-¥1855はS01856の凶約1.5111にmつ南北塀で，中11-¥1未調査部
を含めて27川分 (59.3m)確認した。;討を らく |叫.f.lcの京阪を画するWf.であろう。東西部S01845 

は相 1. 2111 の京抗1I りの総で，じ条条II\J小路南側 1i'lj の tif~Æ位置に一致する 。 ただし，対 J，c;する北側

総を検出していないこと，後述の;11:戸SE 1850等が道路蚊J1(i定地内にあることからみるとこれ

を条fWI小路とすることには問題がbる。ただ発捌純聞が限られたこともあり現H寺点では明確で

は危し、。:.11戸SE1850，炉SX1847~1849は七条条 1 1\ 1小路の道路蚊椛定線上tこある。 ;)1二戸 SE

1850は井館組井戸で，内法が80x 90cm ， 深さ 1. 5m の :)1:戸枠 5 段が残っていた。 ~ I:戸枠内部から

は和銅2年の紀年銘のある木聞や忍冬文を型判l'ししたI肝平瓦，藤原宮式の瓦片などが山上しt.::.o

S X 1847~1849は鋳造炉跡で， l、ずれも径50cmriii後，深さ20cm程の上峨で・ある。 内而が強く腕

け内部及び周辺から銅浮・焼上・木炭を検出した。近くからI.fj-1:した舘泊の存在とあわせてこの

千p，:v:こ鋳Jit工房があったことをうかがわせる。伝:お，当初の|司的の一つであった造瓦関係遺構

は発見されとEかったが，東西時SD1845の上回からは焼け存んだ瓦や窯壁のー・部，Ð'~こ1: ・ 木炭

等が多目に I~ ニ|二した。 この殆んどは日高山瓦主主に近接 した部分に集中しているから日高山瓦窯

から廃棄されたものの一部であろう。11¥七遺物のう b日高山瓦窯に|共l主liする瓦類について簡単

に述べよう。従来，日高山瓦窯で':J;J'uぶされた'Itf瓦は6274Aが匁lられていたが，これに加えて'Ill

丸瓦62331-¥・62751・6279A，11司平瓦66431-¥が出土した。丸

瓦 ・平瓦はともにf(I土紐巻き上げM巻作りで成形し， ，~，而に

制IliJきFIと刷毛目を践す例が多い。

本薬師寺西南隅の調査 この調査は恒!京市営住宅への進入路

新設に伴 う 目作前調査として行った。需品査l也は木薬師~i'金堂跡

の西南方約100111の水l封で， 調査では，藤原京八条大路と西

::.::J，1J大路をlim認し，本薬師寺に以l:iillする逃Wiを検IL¥した。逃

桃の時期は藤原宮およびその直前の2JUlにわけられる。

藤原宮JUlのill梢八条大路 SF101の1m員は側併の心々で，

15.9mである。北sl.IlTi件 SD104には橋脚の一部とおもわれる

S X108がある。 SD104からは木聞が3点11¥ニl二し，うち 1点

は 「伊口i支古」と判読される。八条大路SF 101と直交する百

三坊大路SFI02の相員は， 側約心 で々15.2mとなる。東側榔

- '15ー
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;I~.l.~ . Ju主原'出・跡の発抑調査

制1I 点 I IlIf I会 長 IJ IIITQ)長さ IJ幼の肘

:JlI[LiiブA11句

議震jjj2i14:i敷f馳金評謹
6 3 8 

C 
D 5 
E 7 
F 

3 3 G 
H 

5 2 

J 

南北方lく向

d今今争原回同也・調州21!7子ヨ主次E郎1査~~~jljt肢i例EbH1;J11111泊主~:第m1 l776次次次調話irm11査fE t 9 2 7 L 
M 

第2表藤J)江京糸tJj計淑1I表

S D105には 2時JWにわたる柿SX107 A・Bがある。

790.0m 

133333333初2陥2 2 3 0 0 7 7 17m 
2お2お226677453435379 6 6 1 m 

319376.6 9 11 9 5 

662.2 132. " 
9431 319 3 

1111.6 3 3 8 392.4 

222266550511..6 2 8 6 6265308 1 
1 30 .~ 

127.8 127.8 

1.9129866 3 11333223 7 9 2226665573 8 7 
133.9 

藤原宮期直前の逃桝 南北部 SDllO は堆杭土のなかに本薬師寺所j目瓦をふくみ，その西側

の7世紀後半の土総を包含する整地土を切っているが，条tJJj:也割の施工時点ではすでに埋めら

れ，整地されていることが切らかである。また，この踏の東側には地山の上に誌，Ijく，黄色土の

:m土が部分的にみとめられた。これを築地の痕跡とし，ft'li SDllOをその四雨務部とみること
が可能とすれば， 本薬師寺の:úIJ~は条坊i也割の施工に先立つことを意味する。

今回の調査によって，藤原京で初めて大路の存在を磁認した。ここで，今回切らかになった

西三坊大路心と木薬削寺両鉱山中ilqh線との距離をみると 127.8rnで， これまでの調査で切らか

になってし、る平均値としてfぜられる半坊の東西長 133rn前後に比岐して約 5rnも短かし 伽臨

中山h線が西三坊の中心 (西三幼幼IUJ小路)に一致しない可能性が強し、。これは本諜mn寺の占地が

条坊地割に先行するとみられる点からも十分考えられるが，逆に西三坊妨1141小路自体が，木薬

師寺伽藍中山h線にあわせてつくられた可能性もあり，今後の調査にその結論をまちたし、。

t.r.お，宮の中Il!lh線は方眼北に対して西へ26'30"振れており，仮にこの振れが条坊でも一致す

るとして，1 坊の:長さを求めたのが第2表である。多少のばらつきがあるものの， l.J;lJの長さ

として265m前後の他が何られ，おそらくこの他が藤原京条妨の l坊の計画寸法を示すのであろ

う。伽藍CI'1'liliJ線との関係では，本薬師寺は先述の通りであるが，大官大寺の場合はflJJlilli中ijiliJ移住

が左京四坊妨11¥1小路心に一致するか否かはさらに検討を要する。またJf:長原宮造営前の紀寺の(lJJI

i!i!I't1iliJiI線は，条tJjj也訓と無関係であ。

最後に第2表に説明を加えておく。IIIIは条tJJ11~ll tJJの%を示すlii位の仮称である。本薬師寺

C. L. は両!{f心踏の ιI-'}h~，大官大寺 C. L. は講堂， 紀~í' C. L.は南門から求めた。なお，紀寺

の資料は， ;f1:I原考古学研究所との共同調査のj瓦県による。

大宮大寺第2次調査 ~I -' 門 ・ 南面回!郊の確認と寺域防・|恨の確定を目的に行った。 検出迎桃は，

rr門とこれに取り付く回廊のほか，下回迫柿として訪日立柱建物， ;J1二戸，ゴニ;城主干すがある(1-1絵 7)。
中門 仁1:1いJS B400は'IZ而が 51111x 3 H¥J， 桁行総長23.8111(79尺)，梁|間総長12.6111(42尺〉の

巨大な門である 。 礎石~J;ilえつけ穴を訓りつけると柱川は桁行中火間が5. 1111 (17尺)，両端1111と
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架聞の各間が4.2m (14)りにな

る。基壇は姻込地形は行わず周

囲~;}g:にわたる接地の後， 2周

ほど梢土し， 一部に版2裂がみら

れる。礎石は基臨築Jï.定の途 "I~で

掘形を穿って据え付けている。

基樹上には焼けた足場穴 SX

101がある。さらに焼けた建築

部材の落下痕跡SX105があり

なかには尾垂木の痕跡(木口34X

20cm)やJj，J木痕跡(木lコ20X20cm) 

とみられるものがある。これら

のことから中門は三手先の重層

建築であったと考えられる。

回廊回廊SC053は，中門東

で61]，日分検出した。桁行3.9m 

(13尺)，梁間 4.2m (14尺)の

liiJIiRで中門梁間中火rUIと柱筋を

揃えている。中門との取り付き

部f'i削平され礎石は依き取られ

ている。これより以東の四郎礎

石はほぼ完存していることから

みて，この部分はI'I~ 門に |匂って

飛鳥藤原宮跡発術調査部

第 4 図大官大手'ï' tr~2次尚道1';削持配i立図

登り廊になっていたと考えられる。基壇築j丸礎石の眠え付けは中門と同様である。

中門 ・ 位|廊ともに基壇化粧の痕跡が全く 4!i.~ く ， i'm桁l昨もみられず，未完成の段階で焼亡した
ことが明 らかである。なお，南門を求めて中門の南方約100mの旧河床 SD150までを精査した

が検出されなかった。完全に削平されたか，I日河川で流失したか，あるいは中門 ・|豆l廊が未完

成であることから南門は未着工であったことが考えられる。

下居i立構 捌立柱建物2，堺2，}Iニ戸 2，土域3などがある。 L、ずれも 7世紀後半のゴニ探を

伴う。これらは全体としていかなる性絡の巡航かは不明だが，大官大寺を含めたこの一時をi河

本宮に比定する説もあり，今後の剖査の進展が望まれる。

中門 . 回廊のR確f催ll ~認悲により ， 回!廊f目向郎!i以ii南北I長長は外4似仰側[1羽11柱Ifllて

!度交に復原される 。 中門心と t計誹l昨t堂心とを結ぶ伽1臨i泣:!I f:中I~ II羽側州t引山11的和線主は方H限艮北に対して約1刊6' 凶偏しし， i岸辛俊男

氏復E原j耳{の左京十条四坊のヰ中I心線とは正しくは一致しなL、、。 1最官近判切別jした宮中iI車山制州!ドH阿川!I引油11山11*線浪の西への振れ
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飛鳥 ・ Jl#係官幼、の発品:Îi ，~IJ1i

26'30"とはかなり災なる値であるが，下ツ道の平城京内で・の振れ約17'と近似す るとし、ったよ

うに問題は直雑である。その解決の緒口を握っているのが中ツ道の位置である。

和田廃寺第2次調査 恒原fli和田'"J字 トノダの水LEI中に存布する大野原は，TKくから寺院跡と

され， m紀にみえる大野丘北犠比定説や葛木寺比定説などがある。また藤原京朱雀大路舵定線
に西接しており，藤原京条坊との関係が問題となっている。 1974年度の調査に統き今回は大野

塚周辺に伽臨中心部を予恕し，この地域を調査した。

調査によって検出した造防は場 ・築地 ・術!立柱建物 ・腕 ・井戸 ・ニ|二域等があり，大きく 4JUJ 

に大別できる。すなわち，A ~品:造営以 rìíi の抗H立;柱建物部 1 JUJ， B !志の造i泣から廃絶まで，c 
i菩j発絶後の侃立柱建物~ U WJ， D 掘立柱建物第UIJUJである。 これらの年代は， Aが7世紀前

半，B が 7 世紀後半から 8 位紀後半， Cが 8 世紀後半から平安H寺代初期， D が、v災時代前三I~頃

にそれぞれ比定できる。次にj必跡を中心に記述を進める。

塔 調査によって際、上に花i対岩礎石3，椴石2，礎石紋取痕跡3を検出し現存の塚は塔の基凶

の西土幹部であることを線認した。基壇民棋は基由化粧の痕跡が銭っていないためこの部分をl除

いて一辺が約12.201 (約41尺)に復阪でき， 1品iの柱1111はが，;2.401(8尺〉等H¥Jとなる。西側柱の

2倒の礎石はやや西に傾くがほぼ原位ii1を保つ。表而には|切移住座とそのtfij)協に地抜出を造り

1.1:\す。 心礎はがい、て破砕し抜取られていたが，伐存する-tf~石からみて心路上而尚は四天柱及ひ'

側柱礎石の上而高とほぼ同一に復原できる。基凶の築j克方法は旧地表を約40~50cm倒り込んで

捌込地形を行っている。技nり込みの基l氏I:iH

に礁を敷きその上に褐色土 ・}黒褐色土の混

った土を約30cm版築し再び僚を政きさら

に基組上端まで版築する。場:の東南北は旧

地表の削平が著しく ，基砲のよ花田や陶而で

は捌り込み基l底部の礁が出出している。WI

込地形と基檀の凶係は，北而では捌込地形

の外側まで基坦税土が延びている。基型化

粧は培:の周聞から延石とみられる凝灰岩切

石が出土してし、るから，競灰岩を使用して

いたと考え られる。

築地塔の南側で東西方向に走る築地S

A 215を約 22.501検出した。築地の市ー側に

は寄柱の礎石崎えつけ痕跡とみられる小礁

を窓!めた径50cm程の穴がある。 柱lIilは3m

等間で41Bl分残っている。寄柱をもとに築

地基l底帽を考えれば2.1I11 ~2. 4 I11となる。 知51百l和IJI1je寺第2次測すj出時|滋
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飛鳥it長j京官跡発概調査部

針ii3表荊1111Jた?の j立桃

i l !d l線は方!眼東西に刻し!.I~でI告に約 61立偏している。築地の時期は場:に伴う場合 と，方位からみ

て捌立柱第 IJUJに伴う場合が考えられる。

揃¥3'7".社建物 ・他 塔，築地の他に侃立柱建物約22隙， !ffI4条，;)1二戸1基，土城 1カ所などを

杉!IUした。これらは搭との関係や柱穴相互の重複関係，建物方位，柱穴の埋斗:や出土造物によ

って 3JUIに大別でき

る。これらの泣梢の詳

細は第3表に示したと

おりである。

ill物は瓦埼JJIが大半

を占め，他に土話器類，

l印刷此凝灰岩切石等が

ある。瓦周知のうち~ïf

瓦は大三|主がi答基壇上の

舵乱とより出ニ1:し，整

理途中の概数だがiltT丸

瓦は10型式161点，iliド|λ

瓦は7型式52点ある。 釘i6凶 杭[11完守Jj;品跡、(i白から〉
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飛鳥 .jþ事原宮助、の発品~l調査

第7図和田廃寺塔1古田断面図

lf丸瓦は飛鳥から白鳳様式に及ぶが，全体の7割は山城高鹿寺，法i包寺出土例と同型式の複弁

8弁蓮華文と川原寺創建瓦と同箔の複弁8弁蓮華文瓦で，奈良時代に|徐る軒瓦はないo ~Ff平瓦

は，白!乱様式の瓦は少数で，8割以上は奈良後半期の6702型式が占める。土器は弥生式土器，

土師探，須忠器，緑利l・灰制陶器，青 ・陶磁器，瓦採が出土し，施荊11陶穏や磁擦はいずれも撹

乱土中からの出土である。 墨書土採には「大寺」 と記した7世紀後半の土師探杯がある。

以上述べたように，今回の制査地区内では逃椛が複雑に重複している。当初の目的であった

和田廃寺の追梢は塔跡を確認し，築地SA215がこれに伴う可能性を指摘し得るものの明確では

ない。この他の伽躍についての手懸りは得られなかったが，軒丸瓦のうち 3割は飛鳥末期様式

の特徴を示しているから，場:に先立って別個の伽I!K{がJJ!立されていたことはじゅうぶん考えら

れるところである。

田中遺跡 本調査は住宅建築工事fこ伴う事前調査である。 調査地は和|到廃寺島高跡の北方，約

200m，馬立伊勢部田中布lI:f土の東方約100mの水聞である。この付近は野明天皇田中宮跡があっ

たと想定され，藤原京条坊の惟定復原では右京十一条ー坊にあたる。調査の結果，掘立柱建物

1 ，塀 1，総 1等を検出した。

南北堺SA50は15附分，約31mを検出し，南北とも発掘地区外に続く。柱間は2.1mと2.4m

がある。南北総SD055は堺SA050の西約2.4mに位置し， 幅約80cmの備で'17.5mにわたって

検出した。埋土からは 7世紀代の土師撚 ・須恵採が

出土した。建物 SB051は南北棟建物で桁行3間以

上，架rBI2間，柱間は桁行・梁間ともに2.1m等|胡で、あ

る。以上の明 .'(fIj.・建物は同ーのiMI線方向をとり，

また柱間寸法も共通することなどから同時期のもの

と考・えられる。ただい調査面積が小さかったため

に退棋の全体配置は不詳である。さらに，今回検出

した遺構が田中宮跡に関連するものか否かについて

は， なお検討を要する。(金子守谷之 ・千任l剛道)

第8図ぽl中退跡jjj構図
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